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論 文 内 容 要 旨
〈 研 究 目 的 〉
胃MALTリ ンパ腫 は,緩 徐 な進行性 とH,pylori除 菌療 法が有効 であ るとい う特徴 を もつ疾患
で あ る。 多 くの報 告 でH.pylori除 菌療 法 の有 効 性 が確 認 され て お り,現 在 で は 胃限局 期 の
H.pylori陽 性例 に おけ る胃MALTリ ンパ腫の第一選 択の治 療 として認識 されて い る。 しか し,
除菌 療法後 の長期経 過 についての大規模 な報告 は まだ少 な く,除 菌療法 の効 果判定 時期,2次 治
療 の適用 時期な どい まだ確立 されて いない点 も多 い。 また,胃MALTリ ンパ腫 の一・部 には,除
菌療 法後 に内視鏡 所見 が改善 したに もかかわ らず組織学 的残存 を長 期間認め る症 例が存在 し,そ
の経 過 は良好 であ る ことか ら経過観察が妥 当との報告 があ る。 こう した組織学 的残存例 に対す る
取 り扱 い もまだ確 立 されてお らず,施 設問でば らつ きがあ る。
本研究 で は,特 に組織 学的残存 を認 め る症例 に着 目 し,当 科 に おける胃限局期MALTリ ンパ
腫 のH.pylori除 菌療法 後 の長期経過 につ いて明 らかにす る ことを 目的 と した。
〈対 象 〉
当科 で診 断 された 胃限局期MALTリ ンパ腫93例(H.pylori陽 性82例,H.pylori陰 性11例)
を症例登 録 し,こ の うち除菌療法のみで1年 以上経 過観察 で きた83例(H.pylori陰 性6例)を 長
期経過 の検討 の対象 と した。
<方 法>
H.pylori感 染の有無にかかわ らず,93例 全例 に除菌療法 を行 った。 胃MALTリ ンパ腫 に対
する除菌療法の効果判定は内視鏡検査の際にその都度行 ったが,特 に除菌療法後1年 時と最終観
察時の判定を取 り上 げ,組 織学的残存例に着 目してその経時的変化を検討 した。また除菌療法無
効例の特徴について も,除 菌療法後CR群 と非CR群 における背景因子を比較 して検討 した。
〈 研 究 結 果 〉
除 菌療 法のみで1年 以上経過 観察 できた83例 の除菌療法後観察 期間中央 値は54ヶ 月(12-122)
で,除 菌 療法 後1年 時 の効果 判定 で は,CR63例,hRD13例,PR2例,NR5例 で,CR率 は
76%(63/83)だ った。 その後 の経過 で,hRD13例 中12例 が,平 均21±6ヶ 月,中 央 値21ヶ 月
(13-33)でCRへ 到達 した。PRの2例 も除菌療 法後18,32ヶ 月後 にCRへ 到達 し,最 終観察
時 にはCR75例,hRD3例,NR5例 で,最 終的 なCR率 は90%(75/83)へ 上昇 した。CR到 達
後 の組織学 的再 燃 は4例 存在 したが,2例 は無治 療で再 びCRと な り2例 はhRDの 状態 で増 悪例
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は認 めなか った。NRの5例 は除菌療法 のみで経過観 察 中であ るが,除 菌 療法後観察期 間中央値
84ヶ 月(26-98)の 間,肉 眼的所 見の増悪 や臨床病期 の進 行,DLBCLへ の転 化 は認 め られて い
ない。
さ らに除 菌療 法無効例 について は,2次 治 療を行 った8例 を含 め たNR13例 中,H .pylori陰 性
は8例 でAPI2-MALT1キ メラ遺伝子 陽性 は8例 だ った。CR群 と非CR群 にお け る背 景因子 の
比較 検討 で は,有 意差 を認 め た背景 因子 はH .pylori感 染 の有 無 とAPI2-MALT1キ メ ラ遺 伝子
の有無,臨 床病期,肉 眼型であ った。
〈結 論 〉
当科における胃限局期MALTリ ンパ腫における除菌療法後の長期経過は良好であ り,組 織学
的残存例に対する早期の除菌療法効果判定に基づ く2次 治療はオーバー トリー トメントとなる可
能性が示唆された。
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審 査 結 果 の 要 旨
〈研 究 目的 〉 胃MAI.Tリ ンパ腫 は緩徐進行性 を特 徴 と し,胃 限局期 のH.pylori陽 性例 におい
て はH.pylori除 菌療 法 が第一選 択 の治療 とされて い るが,除 菌療法 後 の長期 経過 につ いての報
告 は まだ少 な い。 胃MALTリ ンパ腫 の一部 には,除 菌療法 後 に内視鏡 所見 が改善 したに もかか
わ らず組織学 的残存 を長期間認 める症例 が存在す るが,こ う した組織 学的残存例 に対 す る取 り扱
いは まだ確立 され て いな い。
本 研究 では,特 に組織学的残存 を認 める症例 に着 目 し,東 北大学消化 器 内科 に おけ る胃限局期
MALTリ ンパ腫 のHpyiori除 菌療法後の長 期経過 につ いて 明 らか にす る ことを 目的 と した。
〈対象 〉 東北 大学 消化 器内科 で診 断 され た 胃限局期MALTリ ンパ腫93例(H.pylori陽 性82
例,H.pylori陰 性11例)を 症例登録 し,こ の うち除 菌療法 の みで1年 以上 経過 観察 で きた83例
(H.pylori陰 性6例)を 長期経過 の検討 の対象 と した。
<方 法>93例 全例 に除菌療法 を行 い,特 に組織学 的残存例 に着 目して,除 菌療法 後1年 時 と最
終観察 時の 胃MALTリ ンパ腫 に対 す る効 果判 定 の経 時 的変化 を検討 した。 また除菌療 法無効例
の特徴 につ いて も,除 菌療法 後CR群 と非CR群 にお ける背景 因子 を比較 して検討 した。
〈研究結 果 〉 除 菌療法 のみ で1年 以上経過観察 で きた83例 の除菌療法 後観 察期 間 中央値 は54
ヶ月(12-122)で,除 菌療 法後1年 時 の効 果判定 で は,CR63例,hRD13例,PR2例,NR5
例 で,CR率 は76%(63/83)だ った。 その後の経 過で,hRD13例 中12例 が,平 均21±6ヶ 月,
中央 値21ヶ 月(13-33)でCRへ 到達 した。PRの2例 も除菌療 法 後18,32ヶ 月後 にCRへ 到
達 し,最 終観 察 時 にはCR75例,hRD3例,NR5例 で,最 終 的なCR率 は90%(75/83)へ 上
昇 した。CR到 達 後 の組 織学 的再燃 は4例 存 在 したが,2例 は無治 療 で 再 びCRと な り2例 は
hRDの 状態 で増 悪 例 は認 め なか った。NRの5例 は除 菌療法 のみで経 過観 察 中で あ るが,除 菌
療法 後観 察期 間 中央 値84ヶ 月(26-98)の 間,肉 眼的 所見 の増 悪 や臨床 病期 の進 行,DLBCL
へ の転化 は認 め られ ていな い。
さ らに除 菌療法 無効 例 につ いては,2次 治療 を行 った8例 を含 めたNR13例 中,Hpylori陰 性
は8例 でAPI2.MALT1キ メラ遺伝子 陽性 は8例 だ った。CR群 と非CR群 にお ける背景 因子 の
比較 検討 で は,有 意差 を認 め た背景 因子はH〃10rf感 染 の有 無 とAPI2-MALT1キ メラ遺伝 子
の有無,臨 床病 期,肉 眼型で あ った。
〈結 論 〉 胃限局 期MALTリ ンパ腫 におけ る除菌療法 後 の長 期経過 は良好 で あ り,組 織学 的残
存例 に対す る早期 の除菌療法 効果判定 に基づ く2次 治療 はオ ーバー トリー トメ ン トとな る可能 性
が示唆 された。
よ って,本 論文 は博士(医 学)の 学位論文 と して合格 と認 める。
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